
宮城県土木部の業務概要
（建築職）
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■建築関連業務の仕事

【公務員／設計事務所／建設会社】

産業、経済、医療などあらゆる分野の基盤となる
建築物を整備・管理

国・地方公共団体

・工事施工

・設計、構造計算
・工事監理

設計事務所建 設 会 社

・政策立案
・プロジェクトの実施
・許認可

基礎配筋施工 鉄骨建方
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■宮城県建築職の主なフィールド

建築行政分野

・建築確認、開発許可
・建築物の耐震・防災対策

まちづくり分野

・都市計画
・復興まちづくり

営繕分野

・県有施設の新築・改修工
事の設計・工事監理

住宅行政分野

・住宅施策の展開
・公営住宅の整備等
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地方組織本庁組織

■宮城県土木部の組織・職種について

本庁組織 1４課

地方組織 12事務所

◎土木部の組織

富谷市

土木部では、建築職として主に赤枠で囲まれた本庁および地方機関に配属。
そのほか、他部局において勤務する場合がある。
（例：総務部、教育庁など幅広い分野で活躍しています）

■土木総務課
■事業管理課
■用地課
■道路課
■河川課
■防災砂防課
■港湾課
■空港臨空地域課
■都市計画課
■都市環境課
■建築宅地課
■住宅課
■営繕課
■設備課

■大河原土木事務所
■仙台土木事務所
■北部土木事務所
■北部土木事務所栗原地域事務所
■東部土木事務所
■東部土木事務所登米地域事務所
■気仙沼土木事務所
■仙台塩釜港湾事務所
■石巻港湾事務所
■仙台地方ダム総合事務所
■大崎地方ダム総合事務所
■栗原地方ダム総合事務所
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■本庁各課の業務概要（建築職）

土木部
■建築宅地課
●宅地建物取引業、建築士法、建築物の地震防災対策・バリアフリー
化等、建築基準法による許可等、がけ地近接等危険住宅移転事業、
都市計画法による開発許可等

■住宅課
●住宅施策の企画、各種施策・制度などの普及振興、県営住宅の
整備・管理、市町村営住宅の整備指導、災害公営住宅の整備

■営繕課
●営繕業務の企画及び調整、営繕工事の設計・施工 、
県有建築物の維持保全・調査、整備

■都市計画課
●都市計画審議会、行政不服審査、屋外広告物、都市計画決定、
都市計画関連施策（総合交通・景観形成等）及び各種事業
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そのほか、総務部管財課、教育庁など



■建築職の業務内容例①

建築宅地課の主な業務内容

・主な業務内容：建築基準法に関すること、開発許可、耐震改修の普及啓発
開発許可とは？：建築などのために行う土地の造成、区画変更する場合に必要となる

許可申請で都市計画法等に適合しているかどうかを審査

平成３０年４月共用開始

・耐震改修の普及啓発の例
模型を用いて耐震改修の必要生をPR

・耐震改修の普及啓発の例
耐震ポスターを作成

6



■建築職の業務内容例②

営繕課の主な業務内容

・主な業務内容：県有建築物の営繕（設計・工事）
営繕とは？：建物を新築したり、改修したりすること。

〇新築の例：宮城県農業高校（津波等で被災した学校の仮設校舎の建設、新校舎等の建設）

校舎棟建設

7

被災状況

仮設校舎建設 体育館建設



■建築職の業務内容例③

住宅課の主な業務内容

・主な業務内容：住宅施策の企画、県営住宅の整備、災害公営住宅の整備

災害公営住宅（七ヶ浜町花渕浜地区）

市町村意見交換
被災者支援事業
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↓県HP



■建築職の業務内容例④

都市計画課の主な業務内容

・主な業務内容：都市計画区域マスタープラン、都市計画決定（土地利用）など

平成３０年４月共用開始

都市計画法第６条の２に基づき、当該都市計
画区域における人口、産業の現状及び将来の
見通し等を勘案して、中長期的視点に立った
都市の将来像を明確にし、実現にむけての大
きな道筋を明らかにする都市計画の基本的な
方向性を示す、都市計画区域マスタープラン
を定める。

①都市計画区域マスタープランとは？

県が都市計画決定する「区域区分（市街化区域
と市街化調整区域）」を定める。
また、市町村が都市計画決定する「用途地域」
や「地区計画」などの相談を受けて、県として
助言・調整を行う。

②都市計画決定（土地利用）とは？
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■建築職の業務内容例⑤

総務部管財課の主な業務内容

・主な業務内容：庁舎の営繕（設計・工事・修繕・維持管理）

・基本計画策定の例
被災した石巻合同庁舎の建築
建築場所や建物規模など基本計画を策定

・修繕の例
知事室カーペット貼替え

平成３０年２月共用開始

知事と打合し色を決定
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■地方機関の業務概要（建築職）

■５土木事務所、２地域事務所

（大河原、仙台、北部、東部、気仙沼、栗原地域、
登米地域）
●管内の道路、河川、砂防施設等の管理と建設
●管内における建築確認等

■２港湾事務所 （仙台塩釜、石巻）

●所管港湾の管理と建設

■３ダム総合事務所

（仙台地方、大崎地方、栗原地方）
●所管ダムの管理と建設

富谷市

11



■建築職の業務内容例⑥

土木事務所の主な業務内容

・主な業務内容：建築確認申請の審査、建築確認の中間・完了検査
①建築計画が建築 基準法等に適合しているかどうかを着工前に図面を審査

その他、他法令の許認可事務、防災査察・建築士事務所への立入なども行う
窓口業務では、設計者から相談を受け、法律への適合状況を確認したり、各種申請の受付などを行う

②東日本大震災など大規模地震時にはで応急危険度判定の業務も行う

中間検査の様子 金物をチェック 筋交いをチェック
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■仕事を進めていく上でのサポート体制①

●業務に必要なスキル取得のために、研修体制等でもしっかりとサポート

職場外研修 建設行政研修 階層別研修

行政基礎研修

ストックマネジメント研修

技術基礎研修

企画研修

用地研修

道路研修

河川砂防研修

防災研修

都市計画研修

港湾研修

建築研修

設備研修

管理技術研修

派遣技術研修

建設行政特別研修 土木部技術研究発表会

職場研修 管理的研修

主体的研修

自己研鑽

●Dメンター制度
土木部新規採用職員を
先輩職員が職場内における
日常の教育などサポート

●土木部技術検討委員会
重要構造物などについて
内部の職員による検討

その他・・・・

道路研修

現場研修

先輩職員との意見交換（新任職
員）
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■仕事を進めていく上でのサポート体制②

●建築職員を対象とした建築研修も実施

開発許可演習 1日

建築基準法演習 1日

研修の名称 日数 日数

２日

研修の名称

１日 Ⅱ
建
築
専
門
講
座

土木事務所業務の基礎 ２日

建築構造演習 ２日

応急危険度判定 1日

建築施工技術 1日

1日

建築宅地行政

住宅行政 １日

Ⅰ
建
築
行
政
講
座

営繕行政

新任建築職員
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Ｑ．３.１１の震災後どのような業務に携わっていま
したか（現在どのような仕事をしていますか）

Ａ．（Ｔさんの場合）
発災直後は、管内の県道の被害状況を調査し、車両通行可否の判断や迂回ルートの

設置などを管内の建設業者と協力して実施。迂回ルートなどは県民への公表周知に努
めました。
被害の全容が把握できるにつれて、災害査定業務を実施。現地調査、設計書や図面

作成などをコンサルタントと毎日打ち合わせしながら実施しました。
現在は、被災地の復旧・復興に必要な復興交付金の申請や手続きに携わり、国や県

内市町村と連携しながら業務を進めています。

Ｑ．土木部（公務員）のやりがいは何ですか

Ａ．（Ｔさんの場合）
事業計画から工事完成・供用から施設の維持管理まで携わることができる

ことだと思います。民間は各分野のプロフェッショナルですが、土木部の業
務はすべてに精通するプロジェクトマネージャーといえます。

■よくある質問（業務に関するもの）①
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Ｑ．女性でも男性と同じように仕事ができます
か

Ａ．公務員の業務は男性だから、女性なのでという理由で分けられる
ものではありません。今まで、男性が多い職場だったので、女性の視
点から今までの業務に新しい風を入れてもらえるといいのではないか
と思います。（ヘルメットを被り作業着で現場に出ることに抵抗がな
ければ問題ないでしょう。）

■よくある質問（業務に関するもの）②

Ｑ．通勤面が不安なのですが・・・

Ａ．宮城県は交通機関（電車・バス）等が整備されていますので、概
ね県内中心部（仙台市）から通うことができます。また、地方公所に
おいても職員寮、宿舎等の福利厚生も充実していますので心配ありま
せん。

16



Ｑ．民間との違いはなんですか？

Ａ．
民間の仕事は対象となる相手が特定されていますが、県職員の仕事

は県民全体の利益のための仕事です。
また、ニュースで報道された新しい法律が自分の仕事になったり、

世の中の動きと直結しているのも公務員ならではと言えます。

■よくある質問（業務に関するもの・建築職）③

Ｑ．建築職の主な仕事は何ですか？

Ａ．
建築確認、宅地開発等の許認可業務や、公営住宅の維持・管理、県

有施設の営繕業務の他、東日本大震災後は防災集団移転促進事業等に
関わる市町支援や災害公営住宅整備にも取り組んでいます。
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■よくある質問（採用試験に関するもの・建築職）④

Ｑ．建築職の試験に当たってどのような勉強をしま
したか？

Ａ．
一般販売されている二級建築士試験対策用の書籍を使って勉強しました。

Ｑ．県庁以外の勤務地もありますか？

Ａ．
建築職は、県庁内の部署の他に、仙台土木事務所（仙台市）、大河原土木

事務所（大河原町）、東部土木事務所（石巻市）、北部土木事務所（大崎
市）及び気仙沼土木事務所（気仙沼市）の建築班に配属されます。また、時
には市町村役場への派遣もあります。
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■宮城県職員として求められる能力

みやぎ人材育成基本方針

○目指す職員像：

創造性豊かで自律的に行動する宮城県職員

○具体的なイメージ：

①一人の県民として、ふるさとみやぎのために貢献する職員

②あつい志を持ち、県行政のプロフェッショナルとして自律的に
行動する職員

③物事の本質を見極め、創造性豊かに課題解決に取り組む職員

④前向きさとしなやかな粘り強さを持って挑戦する職員



■宮城県建築職としてのやりがいと必要な能力

○市町村を越えた広域的な視点

○「建築」とは「総合マネジメント」

■最後に
「生まれてよかった、育ってよかった、住んでよ
かった」と思える宮城県を構築していくために、
一緒に働いてみませんか

○ライフワークバランス
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●建築の専門的な知識だけでなく、広く知見を求められる
・客観的・多角的な視点による公正・公平な対応能力
・より良い仕事とするための改善能力

●国や市町村と調整し、人とのつながりと広域的司令塔
・県全体の広域的な視点による政策企画立案能力
・多くの関係者との調整能力

●自己研鑽や育児など、自分で時間をコントロールしやすい
・体調管理と自己研鑽能力


